　　　毛呂山町東公民館通信端末音響機器（通信カラオケ）使用規約

　（趣旨）

第１条　この規約は、東公民館が管理する通信端末音響機器の使用に関し、必要な事項を定めるものとする。

　（使用団体）

第２条　通信端末音響機器を使用することができる団体は、公民館に団体登録している団体とする。ただし、館長が必要と認めたときはこの限りでない。
　（使用手続）
第３条　通信端末音響機器を使用する者（以下「使用者」という。）は、使用申請書を教育委員会に提出し、その許可（以下「使用許可」という。）を受けなければならない。
　（使用料）
第４条　通信端末音響機器の使用料（以下「使用料」という。）は、申請すると同時に納入しなければならない。
２　使用料は、1回　５００円とする。

３　既に納めた使用料は、使用者の責めに帰することができない場合及び通信端末音響機器を使用することができなくなった場合を除き、これを返還しないものとする。

　（使用の制限）
第５条　館長は、通信端末音響機器の音量が大きいと判断される場合及び東公民館を使用する他の団体等から苦情があった場合には、音量を下げることができる。この場合において、音量を下げることに同意しない場合は、使用時間内においても退室させることができる。

２　通信端末音響機器の使用できる場所は、次に掲げるとおりとする。

(1) 学習ホールめじろ

(2) リハーサル室

(3) 視聴覚室

３　その他通信端末音響機器の使用について、館長が必要と認めるときは、当該使用許可に係る条件を付することができる。

（使用許可の取消し）
第６条　館長は、次の各号に該当するときは、その使用許可を取り消すことができる。

　(1) 虚偽の申請により使用許可を受けたとき。

　(2) この規約に違反したとき。

（損害賠償等）
第７条　使用者は、通信端末音響機器を破損し、又は滅失したときは、その損害を賠償しなければならない。

２　使用者は、通信端末音響機器の使用により第三者に損害を及ぼしたときは、その損害の責めを負わなければならない。ただし、通信端末音響機器の管理に伴う欠陥があったときはこの限りでない。

　（返還）

第８条　使用者は、通信端末音響機器の使用を終了したときは、通信端末音響機器を速やかに整理、清掃し、館長の定める場所に返還しなければならない。

　（その他）

第９条　この規約に定めるもののほか、必要な事項は別に定める。

　　　附　則

　この規約は、平成２８年４月１日から適用する。
　この規約は、平成３０年４月１日から適用する。
